
まえがき＝当社が㈱日立製作所より受注し電源開発㈱若
松研究所（北九州市）内に建設した，燃料電池用石炭ガ
ス製造技術開発（以下， （以下，「IGFC」：Integrated  

Coal Gasification Fuel Cell Combined Cycle）システムの
全体システムフローを図 1に示す。空気分離設備におい
て，精溜分離された酸素ガスは，ガス化剤として石炭ガ

 adjust to air feed pressure changes from the 
IGFC system. The unit could be operated with an acceleration rate of 8%/min. of the rated capacity while 



に十分な高温を有しており，この廃熱を利用して高圧蒸
気を発生させ，蒸気タービンを駆動して発電する。この
ように三重に複合された発電システムの最終的な目標発
電端発電効率は，60％に達すると試算されている。ま
た，既存の石炭火力発電と比較して，炭酸ガス排出量も







保冷箱入口空気流量を所定の流量に制御する。本ロジッ
クをもとに手動操作による事前確認試験を実施し，原料
空気圧力 1.09MPa から 0.84MPa の範囲において良好な
結果が得られることを確認した。さらに，自動制御によ
る原料空気圧力に 30kPa のステップ変化を与え，製品純


